
（１） 幼児の実態と教師の願い

（２） ねらいと内容

○ 自分の思いを言葉で伝えながら，友達とかかわって遊ぶことを楽しむ。

○ お話の世界を共有し，役になって遊ぶことを楽しむ。

・ 自分の思いや経験したことを言葉で伝えたり，友達の思いを聞いたりする。

・ 劇遊びの中で，役になって楽しもうとする気持ちをもつ。

年中児（ばら組）指導案

幼児の姿 教師の願い

○遊びや生活の場で幼児の会話に耳を傾

けたり，かかわりを見守ったりする中

で，互いを認め合っている姿を見逃さ

ず，しっかり認めたり，他の幼児に知

らせたりしている。友達のよさを認め，

互いに思いやりをもってかかわるよう

になってほしい。

○人の話を聞く大切さを機会をとらえ知

らせる中で，聞く力を身に付けていっ

てほしい

○遊びの振り返りやトラブルの際に幼児

の思いを受け止めたり，自分の思いを

伝えるための言葉の使い方を知らせた

りすることで，言葉で伝える力を身に

付けていってほしい。

○本日は，絵本「ねこのおいしゃさん」

の読み聞かせと劇遊びを取り上げた。

お話の世界を共有し，役になって遊ぶ

楽しさを味わってほしい。

○この劇を作ることの出発点であるの

で，自分のなりたい役になり意欲をも

って取り組めるようにしたい。また，

今日の活動をきっかけに生活発表会へ

の期待をもってほしい。
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○ 本日の展開

時間 幼児の活動 環境構成（★）及び教師の援助（○） 評価の観点

13：35

14：05

14：30

○絵本「ねこのおいしゃ

さん」を見る。

○劇遊びをする。

・話の内容を振り返る。

・劇に必要なセリフを

話し合う。

・自分のなりたい役に

なって劇遊びをする。

○今日の活動について

振り返る。

○降園準備をする。

○当番の交代をする。

○降園する。

○落ち着いた雰囲気で絵本を見ることがで

き，楽しんで見ることができるよう手遊

びを取り入れる。

○全員が絵本の見える位置に座れているか

確認してから始めるようにする。

★教師も幼児たちも話をする様子が見えや

すいよう椅子を半円に並べて座る。

○登場人物を振り返ることで，内容が理解

しやすいようにする。

★どんな役があるかわかりやすいようイラ

ストを準備し，ボードにはっていく。

★役になりきれるよう動物の面や役になる

用具を準備しておく。

○セリフはみんなが言いやすく短い言葉に

なるよう考えていく。

○日ごろ使っているあいさつ「失礼します」

「ありがとうございました」を再確認で

きるような場面をつくっていくようにす

る。

○劇遊びをスムーズに進めたり，幼児がそ

れぞれの役を楽しめたりするよう，教師

も参加して楽しむようにする。

○上手にセリフが言えたり，大きな声で言

えたりしている場面をとらえ，しっかり

認めていく。

○次の段階へ進めていくための改善点など

が引き出せるような話し合いができるよ

うにしていく。

○みんなが自分の思いを話せるよう，同じ

話の内容を言っても受け止めていくよう

にする。

○幼児の思いに共感し，話し方や内容を認

めるようにする。

○当番の幼児に感謝をしたり，明日の当番

に意欲がもてたりするよう，みんなで言

葉掛けができるよう進めていく。

○明日の予定について知らせ，期待をもち

楽しい気持ちで降園できるようにする。

○保護者にも今日の頑張ったことを知らせ

るよう言葉掛けをし，一人一人とあいさ

つを交わしていく。

○絵本を見ることを楽

しむことができてい

たか。

○絵本の内容が理解で

きるような話し合い

や環境準備ができて

いたか。

○それぞれの役になっ

て楽しめていたか。

○劇遊びの出発点とし

て，意欲を高めるよう

な活動になっていた

か。

○幼児のよい面を引き

出せるような言葉掛

けができていたか。

○次の活動に期待がも

てるような話し合い

ができていたか

○幼児が自分の思いを

話せるような言葉掛

けをし，話し合いを進

めることができてい

たか。


